
様式第2号(第3条関係)

(表)

教員住宅入居許可通知書

　今回御申込の教員住宅の入居を許可致しますから来る　　月　　日までに下記の手続を完了して下さい。

　　　　　　　年　　月　　日

都留市長　氏名 eq \o\ac(□,印)　

　　申込者　　　　　　様

記

1　請書を提出すること。

2　敷金(家賃3か月分の相当額)金　　　　　　円を納入すること。

3　許可住宅

4　入居可能日　　　　　年　　月　　日

　(裏面をよく読んで下さい)

(裏)

住宅使用についての御注意

　教員住宅の使用については、都留市教員住宅条例及び同施行規則に基づくものでありますから下記事項について充分注意下さい。

1　入居する前に請書を提出すると共に敷金を納めること。

2　最初に入居するときは、許可になつた世帯員以外の者は入居できません。

3　許可を受けてから無届で15日以内に入居しないと使用の許可を取消されることがあります。

4　使用の許可を受けた者は、他に使用権を譲渡したり、転貸することは、できません。

5　次の場合は、使用者は、市長の許可を受けるよう申請しなければなりません。

　イ　住宅の模様替をしたり、工作物を加えたいとき。

　ロ　住宅の一部を住宅以外に使用したいとき。

6　次の費用は、使用者の負担です。

　イ　電気、ガス、水道の使用料及び前記施設の小修繕に要する費用

　ロ　障子、ふすまの張替、ガラスのはめ替、畳の表替(裏返し)に要する費用

　ハ　糞尿、じん芥の処理に要する費用

　ニ　以上の外市長の指定する費用

7　教員住宅又はその共同施設を滅失、き損したときは、使用者はこれを原形に復し、又はこれに要する費用を賠償しなければなりません。

8　家賃は、納期限までに必らず納めて下さい。3か月以上滞納すると使用許可を取消されます。

9　住宅を立ち退くときは、5日前までに明渡し届を出して住宅を返還して下さい。この場合模様替や増築部分は、自費で原形に復さなければなりません。

以上


